
第
１
期
生
は
９
月
１
日
に
農

地
の
貸
借
等
の
手
続
き
を
進
め

る
う
え
で
一
つ
の
登
竜
門
と
な

る
経
営
計
画
支
援
会
議
（
東
京

都
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
主
催
）
に
挑
ん
だ
。

こ
の
支
援
会
議
は
自
ら
作
成

し
た
経
営
計
画
書
（
就
農
１
年

目
か
ら
５
年
後
の
計
画
）
を
説

明
し
、
専
門
的
な
委
員
か
ら
様
々

な
助
言
を
い
た
だ
く
も
の
。

作
成
段
階
で
は
、
栽
培
品
目

や
作
型
に
よ
っ
て
労
働
時
間
や

資
機
材
の
経
費
、
収
穫
量
、
販

売
金
額
等
の
参
考
デ
ー
タ
も
少

な
く
、
他
県
の
経
営
指
標
等
を

参
考
に
各
自
の
作
付
計
画
に
合

わ
せ
た
所
得
算
出
等
に
半
年
近

く
の
時
間
を
費
や
し
た
。

支
援
会
議
を
受
け
た
後
の
感

想
で
は
「
様
々
な
角
度
か
ら
の

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
よ
り
精

度
の
高
い
計
画
書
が
で
き
た
」

「
質
疑
応
答
の
や
り
取
り
を
聞

い
て
い
る
中
で
、
自
分
の
計
画

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
」

「
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

今
後
、
就
農
予
定
地
の
自
治

体
な
ど
と
の
調
整
に
入
る
が
、

１
期
生
は
就
農
ま
で
あ
と
半
年
。

就
農
後
を
見
据
え
、
生
産
管
理

技
術
・
知
識
の
習
得
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
経
営
理
念
や
中
長

期
目
標
等
を
よ
り
明
確
に
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

夏
野
菜
の

収
穫
・
管
理
・

出
荷
が
終
わ

る
と
同
時
に
、

秋
野
菜
に
向

け
た
土
づ
く

り
、
育
苗
、

定
植
、
肥
培
管
理
等
に
励
ん
で

い
る
。
栽
培
品
目
は
ニ
ン
ジ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
秋
ジ
ャ
ガ
、
リ
ー
フ

レ
タ
ス
な
ど
１
０
品
目
以
上
。

全
て
播
種
か
ら
収
穫
、
荷
造
り

ま
で
の
基
本
技
術
を
学
ぶ
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
よ
く
知
り
、

将
来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
９
月
か
ら
は
精
鋭
農

家
さ
ん
へ
の
派
遣
研
修
も
始
ま

り
、
様
々
な
農
家
さ
ん
の
経
営

ス
タ
イ
ル
を
学
ぶ
。

研
修
生
か
ら
は
「
実
際
の
農

家
さ
ん
の
栽
培
方
法
や
荷
造
り

方
法
」
「
個
々
の
経
営
方
針
、

立
地
等
に
よ
る
生
産
・
販
売
戦

略
の
違
い
」
「
地
域
農
家
と
の

関
係
作
り
や
販
売
先
と
の
関
係

作
り
、
品
目
選
定
の
工
夫
等
」

「
良
い
意
味
で
手
の
抜
き
所
や

効
率
化
」
等
を
学
べ
る
絶
好
の

機
会
と
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

第
１
期
生
、
２
期
生
と
も
研

修
農
場
で
の
栽
培
実
習
や
講
義
、

各
種
の
資
料
作
成
、
記
録
等
に

加
え
、
派
遣
研
修
や
視
察
な
ど

予
定
は
目
白
押
し
だ
が
、
健
康

と
安
全
を
第
一
に
、
プ
ロ
農
家

を
目
指
し
て
実
り
多
い
秋
に
し

て
ほ
し
い
。

新
規
就
農
者
の
多
く
は
露
地

栽
培
が
中
心
と
な
る
た
め
、
研

修
農
場
で
も
露
地
栽
培
を
基
本

と
し
た
作
付
け
を
学
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
将
来
的
に
は
施
設
化
、

機
械
化
、
ス
マ
ー
ト
化
を
志
向

す
る
方
も
多
い
。
そ
こ
で
、
将

来
に
向
け
て
研
修
農
場
で
も
東

京
エ
コ
ポ
ニ
ッ
ク
を
導
入
し
大

玉
、
中
玉
、
ミ
ニ
、
房
ど
り
ト

マ
ト
等
を
試
作
し
て
い
る
。

●
申
請
受
付
期
間
：
令
和
３
年

１
０
月
１
日
（
金
）
か
ら
１
１

月
１
０
日
（
水
）
ま
で

●
募
集
定
員
：
５
名
程
度

●
研
修
費
用
：
年
間
１
１
８
８

０
０
円
（
予
定
）
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
も
可
。
な
お
、
１
０
月

に
は
現
地
説
明
会
を
３
回
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
０
月
以
降
は
、
生
産
管
理

の
ほ
か
、
農
場
へ
の
フ
ェ
ン
ス

と
貯
水
槽
の
設
置
。
関
係
自
治

体
や
地
権
者
、
派
遣
農
家
と
の

調
整
。
財
団
フ
ェ
ア
、
直
売
、

マ
ル
シ
ェ
等
の
出
店
。
募
集
に

向
け
た
現
地
説
明
会
等
を
予
定
。

７
月
上
旬
は
雨
が
続
き
、
中

旬
以
降
か
ら
８
月
中
頃
ま
で
晴

れ
の
日
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

８
月
中
下
旬
以
降
は
雨
の
日
が

多
く
、
下
旬
後
半
に
一
時
高
気

圧
に
覆
わ
れ
た
。
９
月
も
雨
や

曇
り
が
ち
の
日
が
多
く
、
日
照

時
間
も
平
年
の
７
割
程
度
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
３
か
月
の
平

均
気
温
も
平
年
差
マ
イ
ナ
ス
０
．

５
℃
と
低
く
な
っ
た
。

【
Ｐ
Ｒ
】
（
公
財
）
東
京
都
農

林
水
産
振
興
財
団
で

は
、
東
京
農
林
水
産

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
設

立
。
東
京
の
農
林
水
産
業
を
応

援
し
て
く
れ
る
会
員
を
募
集
中
。

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料
。
会

員
限
定
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
の
企
画

有
り
。
詳
細
は
財
団
Ｈ
Ｐ
ま
で
。

研
修
農
場
で
は
、
少

し
ず
つ
で
す
が
、
最
新

の
研
修
状
況
等
を
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
発
信

し
て
い
ま
す
。
ご
活
用

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
ぜ
ひ
東
京
農
業

ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子
研
修
農
場

と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

第００７号 東京農業アカデミー八王子研修農場ニュース ２０２１年１０月４日（大安）

（公財）農林水産振興財団

八王子研修農場

（発行責任者）

農場長 小寺孝治
（無料）

研
修
農
場
新
聞

第1期生就農まであと半年、2期生は秋作に奮闘中！

初の経営計画支援会議
東
京
農
業
の
担
い
手
と
な
る
研
修
生
達
は
、
今
、
栽
培
実
習

や
農
家
派
遣
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
秋
冬
野
菜
を
中
心
と
し
た

生
産
管
理
、
販
売
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
学
ん
で
い
る
。

（7月）
・1日農業会議打合、7日 農機資材展、8日都庁食堂出荷
・16日農作業安全講習日、19日自動販売機導入
・21日八丈支庁来場、伊勢丹出店、27日農家視察（小平）
・2日～30日まで11回 フードバンク八王子提供
（8月）
・3日農業次世代人材投資事業（支援会議）、進行管理
・10日～16日夏休み、17日稲城市農業委員会
・18日食べチョク講義、20日 JAみなみ視察
・4日～27日まで7回 フードバンク八王子提供
（9月）
・1日新規就農希望者経営支援会議、第3期生募集プレス
・15日東京インフォメーション撮影、消防点検
・25日次期生Web説明会、28日～2日 アグリパーク出店
・1日～29日まで9回 フードバンク八王子提供

さ
あ
、
実
り
多
き
秋
に
！

７～9月の主な出来事・作業等

八王子研修農場

ホームページ

こ
れ
ま
で
の
天
候

今
後
の
予
定
な
ど

い
ま
第
２
期
生
達
は

〒192-0034 八王子市大谷町1013 ☎042-649-3444 FAX：042-649-3434 アクセス位置はGoogleマップで検索！

各種ＳＮＳ情報

経営計画書の作成では全体的
な講義のほか、自主的な調査
と個別指導等により修正を繰り
返し完成度を高めてきた。。

第
３
期
生
募
集
の
概
要

養
液
栽
培
ト
マ
ト
も
始
動


